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広報 人と自然が織りなす 心豊かな協働の村

がんばろう！

田野畑
　７月31日に一関市で開かれる全日本吹奏楽
コンクール岩手県大会。大会に挑む田野畑小
スクールバンド48人は、全員の心と音を一つ
にしようと練習に励んでいます。（写真はバ
ンド演奏を低音でしっかりと支えるチューバ
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東日本大震災犠牲者お別れ会
約800人が犠牲者の安らかな眠りを祈った

　
「
お
父
さ
ん
、
今
、
ど
こ
に
い

ま
す
か
―
。
大
好
き
だ
っ
た
海
や

海
岸
線
は
ど
の
よ
う
に
見
え
ま
す

か
―
」。
田
鎖
恵め

ぐ
み

さ
ん
（
旧
姓
・

宮
本
）
＝
島
越
出
身
＝
は
涙
に
震

え
な
が
ら
声
を
絞
り
出
し
、
津
波

の
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
父

さ
ん
に
語
り
掛
け
る
よ
う
に
別
れ

の
言
葉
を
話
し
始
め
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
、
田
野
畑
中
体
育
館

で
開
催
し
た
「
東
日
本
大
震
災
犠

牲
者
お
別
れ
会
」。
村
内
外
か
ら

約
８
０
０
人
が
参
列
し
、
犠
牲
者

に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。
上

机
莞
治
村
長
は
「
復
興
へ
の
道
の

り
は
長
く
険
し
い
も
の
で
す
が
、

新
た
な
村
に
生
ま
れ
変
わ
る
、
未

来
に
向
け
た
復
興
に
取
り
組
む
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
」
と
式
辞
。

途
中
、
津
波
注
意
報
が
発
表
さ
れ
、

消
防
団
員
が
警
戒
に
あ
た
る
た
め

退
席
す
る
な
ど
、
一
時
中
断
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
た
田
鎖
さ
ん

は
「
津
波
を
記
憶
か
ら
記
録
に
替

え
、
伝
承
し
て
い
く
こ
と
で
未
来

の
生
命
を
守
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
別
れ
の
言
葉
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
祭
壇
に
献
花
を
行
い
、

手
を
合
わ
せ
て
津
波
犠
牲
者
の
安

ら
か
な
眠
り
を
祈
り
ま
し
た
。

涙をこらえながらお別れの言葉

明日への
確かな一歩

【３】

献花を行い手を合わせた 津波犠牲者に黙とうをささげる

村内外から約800人が参列し、大震災犠牲者に哀悼の意を表した

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
情
報

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
放
送
例
】
有
事
サ
イ
レ
ン
の
後

「
ゲ
リ
ラ
攻
撃
情
報
。
…
」
な
ど

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
総
務
課
（
☎

34
―
２
１
１
１　

内
線
12
）

◆
津
波
情
報

　

海
岸
付
近
に
い
る
人
は
高
台
に

避
難
し
、
海
岸
に
は
絶
対
に
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
の

情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
放
送
例
】
消
防
サ
イ
レ
ン
の
後

「
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
…
」
な
ど

◆�

武
力
攻
撃
（
ゲ
リ
ラ
・
航
空
）、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
、
大
規
模

テ
ロ
情
報

　

家
な
ど
の
屋
内
に
避
難
し
、
テ

配
信
す
る
情
報
は
…

　

地
震
、
津
波
、
武
力
攻
撃
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ

情
報
を
自
動
で
放
送
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
情
報
は
皆
さ
ん
に
緊
急
的

に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

24
時
間
い
つ
で
も
最
大
音
量
で
流

れ
ま
す
。
放
送
が
あ
っ
た
場
合
は

落
ち
着
い
て
行
動
し
、
そ
の
後
の

情
報
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
誤
っ
た
情
報
を
配
信

し
た
場
合
は
、
訂
正
放
送
が
流
れ

ま
す
。

も
し
放
送
が
鳴
っ
た
ら
…

◆
緊
急
地
震
速
報

　

大
地
震
が
来
る
数
秒
前
に
放
送

さ
れ
ま
す
。
直
ち
に
身
の
安
全
を

確
保
し
、
危
険
な
場
所
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
震

源
が
近
い
場
合
な
ど
は
放
送
が
間

に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
放
送
例
】
チ
ャ
イ
ム
音
の
後
「
大

地
震
で
す
。
…
」

緊急地震速報。

大地震です。

大津波警報が
発表されました。

ゲリラ攻撃情報
。

ジェイ・アラート
Ｊ－ＡＬＥＲＴ

８月10日運用開始

有事・地震・津波情報をいち早く！

全国瞬時警報システムＪ－ＡＬＥＲＴ全国瞬時警報システムは、国が
発信する地震や津波、有事情報
を人工衛星を通じて受信し、村
の防災行政無線から一斉に皆さ
んに伝えることができるシステ
ムです。屋外スピーカーと戸別
受信機の両方から放送されます。
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策定や防災活動体制の再整備などの「ソフト対策」を組
み合わせた多重防災型まちづくりを進めます

　災害記録の有効活用
　　 　この大震災による大津波の「被災記録」と「復興記録」

を、将来起こりうるであろう災害への備えを万全なものと
するための研究や、後世へ正確に伝え残す情報として生か
します

　社会生活基盤の復旧・復興
　　 　交通網の多重化や代替道路にも配慮した災害に強い道

路整備を推進します。上下水道等の耐震性などの強化を
図り、電気、ガス、通信施設などは、事業者と連携した
ライフライン機能の強化に努めます

　海岸施設等の復旧・復興
　　 　新しい集落形成や道路・防潮林整備などと一体的に整

備するなど、これまでの線的防護から面的防護の機能を
強化した整備を進めます

　三陸鉄道の復旧
　　 　三陸鉄道北リアス線全線の一日も早い運行再開を目指

し、鉄道施設の復旧・整備を進めます。また、駅の再開
後には、観光事業や地域内外の人との交流拠点として、
利活用を検討します

❷防災の地域づくり（８分野）

　新集落の形成
　　 　防災施設の整備を促進し、安全で安心な集落の形成を

推進。被災を免れた住民との交流、連携、移転住民相互
のコミュニティー維持や強化に配慮し、隣接集落との協
調にも意を注ぎます。住宅の自主再建が難しい高齢者な
ども集落内に居住できるよう災害公営住宅を配置。高齢
者などに配慮した集落形成を推進します

　地域コミュニティーの再生
　　�　震災前の地域コミュニティー活動などの維持に努め、応

急仮設団地内と新たに形成する集落内でのコミュニティー
醸成に向けた自主的な活動も支援。応急仮設団地内の集
会施設を活用したコミュニティー活動と心のサポート活動
を推進し、住民相互による互助意識の形成と不安の解消
を図ります

　被災地の土地活用
　　�　経験、教訓の伝承、水産、観光など産業の復興と基盤

強化、地の利を活かしたエネルギー開発など、地域と住
民の安全を守り、生活や心の豊かさを将来にわたり高め
ていくための土地活用を進めます

　新防災対策
　　 　防災施設整備などの「ハード対策」と、新防災計画の

　

災
害
復
興
計
画
と
は

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
、
４
カ
月
以
上
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
で
、
村

は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
災
害
の

苦
し
み
と
犠
牲
者
に
対
す
る
深
い

悲
し
み
で
覆
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
、
こ
の
災
害
か
ら

立
ち
上
が
り
、
活
力
あ
る
村
を
再

生
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
は
４
月
28
日
、
有
識
者
に
よ

る
「
東
日
本
大
震
災
田
野
畑
村
災

害
復
興
計
画
策
定
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
村
災
害
復
興
計
画
の
た

た
き
台
と
な
る
素
案
の
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

災
害
復
興
計
画
は
、
本
村
が
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
以
前
の
活
力
を

回
復
さ
せ
な
が
ら
「
未
来
に
向
け

た
復
興
」
を
目
指
す
た
め
、
基
本

的
な
考
え
方
、
方
針
、
工
程
な
ど

を
明
確
に
し
、
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

皆
さ
ん
と
共
有
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　

今
回
、
広
報
で
紹
介
す
る
の
は
、

災
害
復
興
計
画
の
素
案
で
す
。
今

後
は
、
そ
の
素
案
を
基
に
、
村
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
に
取
り
込

み
な
が
ら
、村
の
総
意
と
し
て「
災

害
復
興
計
画
」
を
策
定
し
、
新
た

な
田
野
畑
村
の
創
造
を
目
指
し
て

　　　　　～心をひとつに　未来に向けた復興～
　　　　　「参加・協働・創造」によるむらづくり

村災害復興計画　復興基本計画（案）の概要

復興
の

目指
す姿
は

い
き
ま
す
。

　

復
興
の
目
指
す
姿

　

安
全
で
安
心
し
て
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
さ
ら
に

魅
力
あ
る
地
域
の
創
生
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

目
指
す
姿
を
実
現
す
る
た
め
の

　

四
つ
の
基
本
方
針

　

❶
未
来
に
向
け
た
復
興

　

❷
防
災
の
地
域
づ
く
り

　

❸
生
活
再
建

　

❹
地
域
振
興

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼

❶未来に向けた復興

 　被災前の状態に戻すという単なる復旧で
はなく、さらに魅力ある新たな田野畑村に生
まれ変わる「未来に向けた復興」という視点
で取り組むことが最も重要。災害の苦しみと
悲しみを乗り越え、みんなの英知を結集する
ことによって、ふるさと田野畑の復興を必ず
成し遂げましょう。

村長からの
メッセージ

　３月11日の東日本大震災
大津波発生から４カ月が経
過しました。住家が流出し、
避難所暮らしを余儀なくさ
れていた皆さんは、100日
を超える長い避難所生活で
心身共に疲れたと思います。
そんな中ではありますが、
７月上旬には仮設住宅入居
を希望されていた皆さん全
員が入居しました。
　避難所開設の間、村内の
皆さん、各自治会、そして
全国や外国の個人・団体か
ら物心両面にわたる多くの
支援をいただいたことに心
から感謝申し上げます。本
当にありがとうございました。
　村は、応急仮設住宅（高
校団地、中学校団地、アズ
ビィ団地）に入居されてい
る皆さんとの話し合いを持
ちながら、仮設住宅団地内
のコミュニティーの醸成、
従前の自治会との関係持続
など、より良い形づくりを
進めて安心して生活できる
よう努めています。
　７月24日には村復興計画
の素案を説明しました。こ
れからは、皆さんからご意
見をいただきながら新たな
村づくりを進めていきます。
　今後とも、田野畑村の復
興にご支援いただきますよ
うお願い申し上げます。

平成23年８月　　　　　
田野畑村長　上机莞治

❸生活再建（３分野）

　住宅の再建
　　 　災害公営住宅の建設や住宅再建のための支援を推進します。 また、低廉で

快適な田野畑モデル住宅や再生可能エネルギーを活用した住宅などの検討も
進めます

　生活の安定
　　�　生活再建に際してのさまざまな課題やニーズに対応する各種支援制度およ

び相談体制を充実します
　保健医療・福祉・教育の充実
　　 　被災者の心身の健康を守るため、きめ細やかな保健活動や心のケアに取り

組みます。 また、将来を担う子どもたちの心のケアについては、学校、家庭、
地域などと連携して取り組み、子どもたちの不安解消や情緒の安定化を図りま
す。 学校教育では、震災の体験を踏まえた防災教育や復興に対する自己の在
り方などを総合的に学ぶプログラムを進め、子どもたちの防災意識の高揚を
図ります

▼
▼

▼

❹地域振興（５分野）

　水産業の再建
　　 　漁船の安全な係留場所や漁船、漁具の早期確保に努め、今秋のサケ漁、

来期の養殖ワカメ収穫に向けた作業などに早急に取り組むとともに、製氷貯
氷施設や市場、海水殺菌装置、共同倉庫などの応急復旧事業、漁協の経営
再建に取り組みます。 また、漁業の新たな魅力を創出し活性化を図るため、
水産業と観光の連携を推進します

　観光業の再建
　　 　自然景観や観光客、観光ツアーの回復を図るため、被災した宿泊施設や体

験施設および交通手段の早期再開を進めます。また、新たな観光資源や観光
サービスの創造による通年の観光地化を進め、雇用創出と流通や経済の活性
化など、村内産業全体の復興を牽引します

　農林業の振興
　　 　村の地域特性を踏まえた生産性・収益性の高い農業を実現するため、放射

性物質や津波による影響を最小限に食い止め、安全で安心な産物を安定して
供給する産地形成を図り、担い手の育成を支援します

　商工業の再建
　　 　被災地域の経済を支える中小企業などの事業再開や復興に向けて、きめ細

かなサポートにより地域産業の振興を支援します
　雇用の場の創出
　　 　被災により雇用情勢が深刻化しているため、緊急的な雇用の維持と産業振

興による安定的な雇用の場の創出に努めます

▼
▼

▼
▼

▼

■本年度実施する緊急的な取り組み
　各基本方針に基づく取り組みの中には、既に実施しているもの、本年度中に
実施するものがあります。本年度中に実施する「緊急的な取組事項」は次のとお
りです。

防災の地域づくり

○自治会活動支援
○�公園化や新たな漁
業施設整備などへ
の活用

○�防災活動体制再整
備、情報施設整備
○�ライフラインの復
旧および整備

生活再建

○宅地造成
○�公営住宅の建築
○�生活資金の確保
○産業の再建
○�社会生活基盤の復
旧

○�地域コミュニティー
の再生

地域振興

○漁港施設の復旧
○漁船漁具の調達
○養殖施設の復旧
○漁業施設の復旧
○観光施設の復興
○�地域コミュニティー
の再生
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私たちは　３月11日を忘れない
伝えたい　伝えなければならない

私の津波体験  ④

「Proud!�Japan」（プラウドジャパン）は、「大震災の中でも周囲を気遣い、助け合う被災地の人たちや命懸けで救援
活動に励む人たちは日本の誇り。みんなで応援しよう」と復興への願いを込め、静岡県の広報担当者が始めた運動です。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
も
う
４
カ
月
以

上
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
が
れ
き
の
撤
去
は

ほ
ぼ
終
了
し
、
仮
設
住
宅
も
完

成
。
ア
ズ
ビ
ィ
避
難
所
も
７
月

４
日
に
閉
鎖
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
復
興
計
画
を
策
定
し
、

新
た
な
田
野
畑
村
の
創
造
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
話
し
た
く

な
い
人
、
思
い
出
し
た
く
な
い

人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
体
験
し

た
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
、
伝
え

た
い
こ
と
や
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
畠
山
輝
男
さ
ん
と
畠

山
く
る
み
さ
ん
の
２
人
に
、
貴

重
な
体
験
を
伺
い
ま
し
た
。
村

出
身
の
畠
山
さ
ん
は
滝
沢
村
で

被
災
。
津
波
は
体
験
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
村
を
思
う
気
持
ち

は
皆
さ
ん
一
緒
で
す
。

　

自
然
が
牙
を
む
く
日
は
、
い

つ
や
っ
て
来
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
体
験
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
、
多
く
の
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

信
じ
、「
広
報
た
の
は
た
」
は

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
体
験
談

を
伺
っ
て
い
き
ま
す
。

島越出身（旧姓・木村）

畠山��くるみさん（40）

　停電のため電化製品は何一つ使
用できませんでしたが、ガスは大
丈夫でした。夜に備え、ろうそく
やライトを準備。寒さをしのぐた
めスキーウエアも着ました。余震
が続く中、電話は不通、ラジオも
なかったわが家は、なんの情報も
得られないまま不安な夜を過ごし
ました。安否の分からない父母や
兄、叔父母、友人たち…。とても
とても不安でした。
　全く連絡の取れない父母たち。
少しずつ入ってくる情報は悪い内
容ばかりで、最悪の状態を思わせ
るものでした。子どもたちのため
にも強くありたいと思いながらも、
島越や父母のことを考えると、涙
があふれて流れました。
　携帯電話がつながるようになり、
友人から島越が壊滅状態であるこ
とを聞き、さらに大きなショック
を受けました。滝沢に住んでいて
も、私を支え、励ましてくれるの
はいつも田野畑村、そして島越
だったからです。私は、島越の自
宅の部屋から見える、三鉄ホーム
越しの青い海が好きでした。
　幸い、父母や叔父母は無事でし
た。でも津波の犠牲になった人が
たくさんいます。私は絶対忘れま
せん。一生、ふるさとの復興を見
守り、応援します。共に強く生き
ていこうと心から願っています。

　私は島越出身で、現在は滝沢村
で暮らしています。３月11日、朝
８時ころ、いつものように島越の
母と電話。その日の予定やたわい
ない話しをし、離れて暮らす父母
が元気でいることの確認です。父
母の11日の予定は、兄と一緒に出
掛けるとのことで、いつもより短
めに電話を切りました。私は午後
のひととき、洗濯物をたたみなが
らテレビを見ていました――。
　その時です。グラグラと揺れ始
め、どんどん大きな揺れに。２階
で何かが割れる音、食器棚から皿
が落ちる音、家中のあちこちで何
かが壊れる音が響きました。そし
てすぐにテレビも消えました。
　揺れが少し収まったころ「津波
が来る」その不安が頭をよぎりま
した。「島越の母たちが予定を変
更して家にいるかもしれない…」。
　電話を手に取りました。しかし、
その時にはもう、電話はつながり
ませんでした。「安全なところに
無事でいてほしい」とそれだけを
考えていました。
　その後、何度も何度も続く地震。
遊びに行っていた下の子は青ざめ
て帰宅。中学生の上の子は下校途
中の地震に驚き、友達同士で抱き
合って恐怖に耐えました。主人は
勤務先の福祉施設で、利用者のケ
アにあたっていたようです。

私の３月11日。ふるさと田野畑村への思い

駅や建物は津波で押し流され、漁港も姿
を変えてしまったが、青い空、青い海は津
波前と変わらずにそこにある

　おみおしトンネルを抜け、北山
浜が見える場所に差し掛かったと
き、運転していた役場職員が海の
異変に気付いた。道路脇に車を止
め県道から２人で海を眺めると、
ものすごい勢いで潮が引いていた。
それを見ているうち、ものすごい
勢いで津波が押し寄せてきた。太
い木をバタバタとなぎ倒し、ガー
ドレールも波にのまれてまるで紙
テープやうどんのようだった。
　津波の音の記憶はあまりない。
でも色ははっきりと覚えている。
押し寄せた津波は青くてものすご
いきれいな渦。そしてひいていく
ときは真っ茶色な濁り水。
　北山浜に止めておいた車は流さ
れた。命は無事だったが、もしあ
の時、車を止めて海を眺めていな
ければ…、机浜からおみおしトン
ネルを通って津波が来ていたら…、
本当に助かるも助からないも紙一
重なのだと実感した。
　あの日以降、新聞でもずっと津
波関連の記事が掲載されている。
やはり、この津波の恐ろしさを忘
れては絶対駄目だ。津波は恐ろし
いけど、もっと恐ろしいのはそれ
を忘れてしまうこと。自分たちは
生き証人。これからの人たちに津
波の恐ろしさを伝えなければなら
ない。経験した人全てに、その責
任があると思っている。

　３月11日の午後。岩泉高校田野
畑校の生徒や教員、体験村たのは
たのスタッフなど約25人で北山浜
から南側に歩き、通称「ウサギ浜」
の清掃活動。年末年始の大しけで
浜に打ち上げられたごみ、遊歩道
トンネル内の石や丸太などを協力
して片付けていた。
　その時、高い絶壁が「ガサーッ」
と崩れ落ちてきた。砂地に立って
いたためなのか揺れは感じず、地
震だとは思わなかった。そのうち
戦闘機が爆撃でもしたかのよう
に、あちこちが崩れ落ちた。そし
て、辺り一面は土煙に包まれ真っ
白になった。高校生は泣きわめく
者、立てなくなってはいつくばる
者などいろいろだった。
　少し落ち着き、「北山浜に戻る
のは危険かもしれない。遊歩道を
避難して机浜に向かおう」という
ことに。ネイチャートレッキング
のガイド経験がある自分が、高校
生を誘導することになった。
　なんとか机浜に到着し、高校生
をバスに乗せて無事避難させるこ
とができた。実はこのとき、机浜
で見た海は潮がものすごく引いて
いた。今考えると恐ろしい。
　高校生を避難させ一安心。北山
浜に止めてある自分の軽自動車を
取りに戻るため、役場職員と一緒
に車で県道を北山方面に向かった。

恐ろしい津波。もっと怖いのは忘れること

菅窪

畠山��輝
て る

男
お

さん（63）

地震発生直後のウサギ浜。地震で崖が崩
れ落ち、辺り一面土煙に覆われた。幸い
けが人はなく、全員が無事に避難できた
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ハンマー投げで全国に挑戦
順位気にせず納得いく記録目指す

下机　司  君　　しもつくえ・つかさ

【Profile】　水沢一高３年。同校陸上部所属。
机小、田野畑中を経て水沢一高へ。ハンマー
投げは高校入学時から取り組む。体の大きな
選手に負けないパワーあふれる投てきが持ち
味。自己ベスト47m44。机出身、170㎝92㎏復活を遂げた県大会での気合の一投（写真提供：水沢一高陸上部）

こ
の
夏
、
村
の
小
学
生
と
高
校
生
が

全
国
、
そ
し
て
世
界
を
相
手
に
勝
負
す
る
。

大
き
な
戦
い
に
挑
む
２
人
か
ら

目
が
離
せ
な
い
熱
い
夏
が
や
っ
て
来
る
。

熱い夏
全国、世界に挑む

が
寮
生
活
で
の
３
年
間
で
す
」。

　

司
君
は
身
長
１
７
０
㌢
、
体
重
92

㌔
。
ハ
ン
マ
ー
投
げ
選
手
と
し
て
決

し
て
恵
ま
れ
た
体
格
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
体
格
差
を
補
う

三
つ
の
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
大
き

な
選
手
に
も
負
け
な
い
パ
ワ
ー
、
努

力
、
精
神
力
で
す
。
及
川
竜り

ゅ
う

玄げ
ん

顧
問

は
「
司
は
３
年
間
、
毎
朝
の
自
主
練

習
を
行
う
な
ど
、
本
校
一
番
の
努
力

家
。
誰
よ
り
も
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

学
校
生
活
で
は
応
援
団
長
と
し
て
も

活
躍
し
、
精
神
的
な
強
さ
も
持
ち
味

で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
記
録
会
で
は

47
㍍
44
の
会
心
の
投
て
き
で
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
。
順
調
に
記
録
を
伸
ば

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
の
今
年
２
月
15
日
―
。

　

冬
期
間
の
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
左
手
首
を
脱
臼
。
競
技
を
続
け

ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
大
け
が
を

負
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
今
ま
で
の

苦
労
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
、
顧
問
や
チ
ー
ム

メ
ー
ト
に
支
え
ら
れ
、
復
活
で
き
る

こ
と
だ
け
を
信
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
頑

張
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

驚
異
的
な
回
復
を
み
せ
る
も
、
投

げ
る
練
習
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
ま

ま
迎
え
た
５
月
27
日
の
県
大
会
。
大

き
な
緊
張
や
不
安
の
中
、
司
君
の
投

げ
た
ハ
ン
マ
ー
は
大
空
に
き
れ
い
な

弧
を
描
く
46
㍍
58
の
投
て
き
。
奇
跡

の
復
活
を
遂
げ
、
見
事
２
位
に
輝
き

ま
し
た
。
大
け
が
を
乗
り
越
え
た
こ

と
で
、
何
事
も
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

　

続
く
６
月
の
東
北
大
会
で
は
自
己

ベ
ス
ト
に
あ
と
１
㌢
と
迫
る
47
㍍
43

の
大
投
て
き
。
選
手
生
命
を
絶
た
れ

る
か
も
し
れ
な
い
大
け
が
か
ら
、
わ

ず
か
４
カ
月
。
悲
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
を
手
に
し
ま
す
。

　

及
川
顧
問
は
「
司
な
ら
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
自
己
ベ
ス
ト
を
大
き
く
更
新

し
、
田
野
畑
村
の
皆
さ
ん
に
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
」
と
期
待

を
寄
せ
ま
す
。

　

司
君
は
「
村
は
復
興
に
向
け
て
大

変
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

活
躍
が
少
し
で
も
村
の
皆
さ
ん
の
活

力
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
奥
州

市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
気
持
ち
は

村
の
皆
さ
ん
と
共
に
あ
り
ま
す
。
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
村
へ
の

エ
ー
ル
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

司
君
に
と
っ
て
最
初
で
最
後
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
。「
順
位
を
気
に
せ
ず

自
分
自
身
が
納
得
で
き
る
記
録
を
目

指
し
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
司
君
。

　

パ
ワ
ー
、
努
力
、
精
神
力
を
武
器

に
、
８
月
４
日
、
５
日
、
北
上
市
で

全
国
の
猛
者
た
ち
に
挑
み
ま
す
。

　

水
沢
一
高
の
陸
上
部
で
青
春
の
汗

を
流
す
下
机
司つ

か
さ

君
（
３
年
）。
６
月

17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
青
森
市
で

開
催
さ
れ
た
第
66
回
東
北
高
等
学
校

陸
上
競
技
大
会
の
ハ
ン
マ
ー
投
げ
競

技
で
36
人
中
６
位
に
入
賞
し
、
こ
の

夏
、
東
北
４
県
で
開
催
さ
れ
る
平
成

23
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

　

中
学
時
代
は
バ
ス
ケ
部
に
所
属
。

下
北
地
区
陸
上
で
は
砲
丸
投
げ
の
選

手
と
し
て
も
活
躍
し
、
田
野
畑
中
の

２
年
連
続
総
合
優
勝
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。
中
学
時
代
の
陸
上
合
宿

で
た
ま
た
ま
出
合
っ
た
ハ
ン
マ
ー
投

げ
。
そ
の
難
し
さ
や
面
白
さ
に
触
れ

た
こ
と
で
、「
高
校
で
は
陸
上
部
に

入
り
、
本
格
的
に
ハ
ン
マ
ー
投
げ
を

や
ろ
う
」
と
決
意
。
水
沢
一
高
、
そ

し
て
陸
上
部
の
道
を
選
び
ま
す
。

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
魅
力
を
「
６
キ

ロ
の
鉄
球
に
効
率
的
に
力
を
伝
え
る

こ
と
が
と
て
も
難
し
い
競
技
。
投
て

き
競
技
の
中
で
一
番
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
遠
く
ま
で
投
げ
た
時

は
快
感
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
村
を
離
れ
、
下
宿
生
活
を

送
る
毎
日
。「
中
学
生
の
と
き
に
若

桐
寮
で
学
ん
だ
経
験
が
、
今
の
生
活

で
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

人
と
し
て
も
大
き
く
成
長
で
き
た
の

頑
張
れ
!!
司

　陸上の県大会で久しぶりに会
いました。中学生時代は明るい
人気者。そして何をするにも熱

心な努力家だったので、やってくれると思っていま
した。これまでの努力が報われるように、精いっぱ
い頑張れ！　田野畑校のみんなも応援しているぞ！

奥地  康亘君
おくち・やすのぶ（田野畑校３年）

　司は先生や友達など、人に恵
まれた子。皆さんには感謝の言
葉しかありません。最後の試合
が地元岩手でのインターハイ。司、皆さんへの感謝
の気持ちを忘れず、これまでの努力の成果を精いっ
ぱい発揮しなさい。競技会場で活躍を祈っています。

下机  留美子さん
しもつくえ・るみこ（50）＝机＝

田野畑中時代の同級生 司君の母
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ケ
部
の
６
年
生
が
プ
レ
ー
し
て
い
る

姿
。「
と
て
も
格
好
良
か
っ
た
で
す
。

僕
も
６
年
生
み
た
い
に
う
ま
く
な
り

た
い
な
あ
と
思
っ
て
バ
ス
ケ
を
始
め

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

田
野
畑
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
男
子
の
部

員
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
14

人
。
週
３
回
、
田
野
畑
小
体
育
館
で

楽
し
く
、
そ
し
て
真
剣
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

玄
君
は
、
そ
ん
な
チ
ー
ム
の
副
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ

て
い
ま
す
。

　

コ
ー
チ
の
牧
原
亨と

お
る

さ
ん
は
「
玄
は
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

よ
く
声
を
出
し
て
い
ま
す
。
練
習
も

率
先
し
て
取
り
組
み
ま
す
し
、
一
生

懸
命
で
す
。
頼
り
に
な
る
選
手
で
す

ね
」
と
信
頼
を
お
き
ま
す
。

　

玄
君
は
「
バ
ス
ケ
は
１
人
で
は
で

き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
。
全
員
で
練
習
を

し
た
り
、
試
合
を
し
た
り
、
勝
利
を

喜
ん
だ
り
で
き
る
の
が
バ
ス
ケ
の
面

白
さ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

難
し
さ
を
訪
ね
る
と
「
試
合
中
は

コ
ー
ト
上
で
ほ
と
ん
ど
走
り
っ
ぱ
な

し
。
体
力
を
つ
け
る
の
が
難
し
い
で

す
」
と
は
に
か
み
ま
す
。

　

あ
こ
が
れ
の
選
手
は
、
日
本
人
初

の
Ｎ
Ｂ
Ａ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
田た

臥ぶ
せ

勇ゆ
う

太た

選
手
。「
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
本

当
に
努
力
し
て
い
る
人
だ
か
ら
大
好

き
で
す
。
そ
し
て
目
標
で
す
」。
バ

ス
ケ
を
始
め
て
か
ら
の
２
年
間
で
、

う
ま
く
な
る
た
め
に
は
努
力
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
も
気
付
き
始
め
ま
し
た
。

　

牧
原
コ
ー
チ
は
「
去
年
ま
で
の
玄

は
、
何
で
も
自
分
が
、
自
分
が
と
い

う
プ
レ
ー
で
し
た
。
６
年
生
に
な
っ

て
視
野
が
広
く
な
り
、
全
体
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
成
長

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
勝
負
に
対
し
て
も
の
す
ご
く
貪

欲
。
だ
か
ら
向
上
し
よ
う
と
す
る
。

い
い
意
味
で
負
け
ず
嫌
い
な
の
が

一
番
の
持
ち
味
で
す
ね
。
そ
し
て
、

　

８
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
、
盛
岡

市
な
ど
で
開
か
れ
る
日
韓
青
少
年
夏

季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
。
そ
の
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
日
本
代
表

（
県
選
抜
）
に
田
野
畑
小
６
年
の
畠

山
玄げ

ん

君
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
２
０
０
２
年
に
開

催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
サ
ッ

カ
ー
大
会
の
日
韓
共
同
開
催
を
機
に

始
ま
り
、
今
回
で
15
回
目
。
親
善
と

友
好
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

る
こ
と
が
目
的
の
事
業
で
す
。

　

岩
手
県
内
各
地
か
ら
選
出
さ
れ
る

代
表
選
手
。
県
内
に
あ
る
ミ
ニ
バ
ス

チ
ー
ム
約
80
チ
ー
ム
、
１
３
０
０
人

の
選
手
の
中
か
ら
、
12
人
の
代
表
選

手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少
「
田
野

畑
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
に
所
属
す
る
玄
君
。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
の
出
会

い
は
２
年
前
の
４
年
生
の
こ
ろ
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

村
内
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
し
た
と
き
に
見
た
バ
ス

頑
張
れ
!!
玄

ミ
ニ
バ
ス
日
本
代
表
に
選
出

得
意
の
リ
バ
ウ
ン
ド
で
ゴ
ー
ル
下
を
制
す

　運動好きで休み時間はいつも
体を動かしていますが、クラス
の中では少しおとなしめな性格。

今回の選抜チームでは、心も体も一回り大きく成長
してほしいです。クラスでその成果を発揮し、引っ
張っていく存在になってくれたらうれしいです。

金子  裕輔教諭
かねこ・ゆうすけ

　玄君のリバウンドはいつもす
ごくて、とても頼りになります。
大会ではしっかり周りを見てプ
レーしてください。そして、たくさんリバウンドを
取って活躍してほしいです。チームのみんなが応援
しています。

熊谷  朋哉君
くまがい・ともや（田野畑小６年）

田野畑小で玄君の担任 田野畑ライオンズのキャプテン

シ
ュ
ー
ト
も
ボ
ー
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

も
う
ま
い
。
中
（
ゴ
ー
ル
下
）
で
の

プ
レ
ー
も
磨
き
が
か
か
っ
て
き
ま
し

た
。
中
も
外
も
で
き
る
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
。
こ
れ
が
玄
の
強

み
で
す
」
と
牧
原
コ
ー
チ
は
期
待
を

寄
せ
ま
す
。

　

８
月
20
日
、
盛
岡
市
で
韓
国
代
表

と
の
試
合
に
臨
む
玄
君
。「
代
表
に

選
ば
れ
た
の
は
、
僕
の
努
力
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
や
コ
ー

チ
、
家
族
、
支
え
て
く
れ
る
み
ん
な

畠山　玄  君
はたけやま・げん 　　  

【Profile】　田野畑小６年。
ミニバススポ少「田野畑ラ
イオンズ」の副キャプテン。
バスケットは小学４年生か
ら始める。得意なプレー
はリバウンド。あこがれ

は日本人初のＮＢＡプレーヤー田臥選手。将来
の夢はプロバスケ選手。和野在住、161㎝48㎏

の
お
か
げ
で
す
。
田
野
畑
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
代
表
と
し
て
、
全
力
で
プ
レ
ー

し
ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
で
も
被
災

し
た
皆
さ
ん
に
元
気
が
戻
る
よ
う
に

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」
と
目
を
輝

か
せ
、
ボ
ー
ル
を
追
い
始
め
ま
し
た
。

　

目
指
す
は
韓
国
代
表
に
勝
つ
こ
と
、

そ
し
て
チ
ー
ム
で
一
番
得
点
を
取
る

こ
と
―
―
。

　

ゴ
ー
ル
下
の
制
空
権
を
誰
に
も
譲

ら
な
い
、
体
を
張
っ
た
玄
君
の
熱
い

戦
い
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

熱い夏全国、世界に挑む

　

小
さ
な
村
に
住
ん
で
い
て

も
、
小
さ
な
村
の
出
身
で
も
、

大
き
な
夢
や
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
こ
と
で
、
き
っ

と
そ
こ
に
近
づ
け
る
―
―
。

　

司
君
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
、
玄
君
の
日
本
代
表
選
出
、

岩
泉
高
校
田
野
畑
校
放
送
部

の
全
国
大
会
出
場
は
そ
の
こ

と
を
証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
周
囲
で
温
か

く
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
の

存
在
も
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
も
お
互
い
を
支
え

合
い
な
が
ら
前
を
向
い
て
進

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
歩

ず
つ
、
一
歩
ず
つ
。

　選抜はとても光栄なことです。
コーチやチームメートに心から
感謝しています。コートでは最
後までボールを追う懸命な姿、ベンチではムードを
盛り上げる姿を見せてほしいです。田野畑ライオン
ズを引っ張る存在に成長することを期待しています。

畠山  哲さん
はたけやま・てつ（48）＝和野＝

玄君の父
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村議会だよりは広報編集委員会（委員長・熊谷隆幸議員）で編集したものです

６月
 村議会だより

　

・
３
億
25
万
円
を
計
上

▽
村
道
菅
窪
和
野
線
改
良
舗
装
工
事

　

・
４
３
０
０
万
１
千
円
を
計
上

▽
平
井
賀
漁
港
お
よ
び
机
漁
港
施
設

災
害
復
旧
応
急
工
事

　

・
２
億
９
５
０
０
万
円
を
計
上

▽
防
災
行
政
無
線
災
害
復
旧
工
事
費

　

・
７
３
１
９
万
８
千
円
を
追
加

▽�

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
等
購

入

　

・
８
０
１
万
８
千
円
を
計
上

●�

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

 

・
１
０
３
万
９
千
円
を
減
額
し
総

額
１
億
１
４
３
０
万
４
千
円
と
す

る
も
の
。
主
な
も
の
は
、
職
員
の

異
動
に
よ
る
人
件
費
の
減
額
と
島

越
地
区
お
よ
び
羅
賀
地
区
の
漏
水

箇
所
の
修
繕
料
追
加

●�

集
落
排
水
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

 

・
５
１
２
万
２
千
円
を
増
額
し
総

額
１
億
９
６
４
万
６
千
円
と
す
る

も
の
。
主
な
も
の
は
、
島
越
お
よ

び
平
井
賀
地
区
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
の
汲
み
取
り
手
数
料
追
加

●�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

 

・
保
険
事
業
勘
定
４
万
２
千
円
を

減
額
し
総
額
４
億
９
１
２
４
万
円

と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
、
職

員
共
済
組
合
負
担
金
を
減
額

度
に
繰
り
越
す
も
の

● 

議
員
発
議
に
よ
る
「
議
会
の
議
員

の
議
員
報
酬
等
の
減
額
に
関
す
る

条
例
」
の
発
議
案
を
可
決
。
提
出

者
は
中
村
芳
正
議
員
で
賛
成
者
は

鈴
木
隆
昭
議
員
と
工
藤
求
議
員

　

 

・
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

お
よ
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

る
任
期
の
日
ま
で
の
間
に
支
給
さ

れ
る
べ
き
議
員
報
酬
の
額
を
15
％

削
減
す
る
こ
と

【
補
正
予
算
】

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

 

・
13
億
７
３
０
９
万
８
千
円
を
追

加
し
総
額
55
億
８
２
４
７
万
４
千

円
と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り

▽
災
害
等
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
料

　

・
２
億
７
１
２
５
万
円
追
加

▽
北
山
休
養
宿
泊
施
設
改
修
工
事

　

・
１
１
９
１
万
８
千
円
を
計
上

▽�

水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
支
援

事
業
補
助
金

　

・
６
４
２
２
万
円
を
計
上

▽
水
産
経
営
基
盤
復
旧
支
援
事
業
補

助
金

　

・
３
億
１
０
２
２
万
円
を
計
上

▽
共
同
利
用
漁
船
等
復
旧
支
援
事
業

補
助
金

に
伴
う
、
人
的
被
害
、
住
宅
の
損

壊
お
よ
び
仕
事
の
休
廃
業
の
状
況

に
応
じ
て
減
免
し
よ
う
と
す
る
こ

と
。
固
定
資
産
税
に
あ
っ
て
は
、

災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
土
地
、

家
屋
、
ま
た
は
償
却
資
産
に
損
害

が
あ
っ
た
場
合
に
、
税
の
減
免
を

し
よ
う
と
す
る
こ
と

● 

東
日
本
大
震
災
災
害
復
興
基
金
条

例

　

 

・
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復

興
事
業
等
の
財
源
に
充
て
る
東
日

本
大
震
災
災
害
復
興
基
金
条
例
を

創
設

● 

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て
（
平
成
22
年
度
一
般
会

計
予
算
）

　

 
・
平
成
22
年
度
に
計
上
し
た
予

算
で
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
対

策
事
業
外
９
事
業
の
繰
越
総
額

１
億
４
７
６
８
万
８
千
円
を
23
年

度
に
繰
り
越
す
も
の

● 

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て
（
平
成
22
年
度
一
般
会

計
予
算
）

　

 

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
施
工
等

に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
こ
と
か

ら
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い

こ
と
に
よ
り
、
児
童
館
統
合
施
設

建
築
事
業
外
16
事
業
の
繰
越
総
額

１
億
９
７
０
１
万
３
千
円
を
23
年

【
議
決
し
た
主
な
議
案
等
】

●�

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

 

・
死
亡
し
た
者
に
配
偶
者
等
（
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
）

の
遺
族
が
い
な
い
場
合
で
、
兄
弟

姉
妹
が
い
る
と
き
は
、
そ
の
者
に

対
し
て
災
害
弔
慰
金
を
支
給
す
る

よ
う
改
正

● 

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
村
税
の
減

免
に
関
す
る
条
例

　

 

・
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
大
震
災

て
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
手
法

で
現
在
進
め
て
い
る
。

〈
質
問
〉　

村
の
復
興
に
あ
た
っ
て
の

財
源
確
保
対
策
は
。

〈
村
長
〉　

復
興
に
あ
た
っ
て
は
膨
大

な
財
政
需
要
が
考
え
ら
れ
る
。
国
県

の
補
助
制
度
を
有
効
活
用
し
な
が
ら

村
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
後
年
度
交

付
税
の
措
置
が
得
ら
れ
る
有
利
な
起

債
を
充
当
す
る
な
ど
財
政
悪
化
を
招

か
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
今
後
、
想
定
外
の
財

政
需
要
も
出
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
財
政
悪
化
を
招
か
な
い

補
助
制
度
の
選
択
に
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
問
〉　

放
射
能
の
汚
染
対
策
に
つ

い
て
沿
岸
市
町
村
の
連
携
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

〈
村
長
〉　

沿
岸
市
町
村
の
み
な
ら
ず
、

全
国
的
な
問
題
で
あ
る
。
我
々
と
し

て
も
岩
手
県
の
町
村
会
、
市
長
会
等

を
通
じ
て
、
県
、
国
に
今
後
要
望
を

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
当

面
は
、
こ
の
町
村
会
、
市
長
会
を
通

じ
て
環
境
放
射
能
測
定
体
制
の
拡
充
、

あ
る
い
は
県
民
に
対
す
る
適
時
・
適

切
な
情
報
提
供
、
関
係
機
関
・
団
体

の
連
携
に
よ
る
放
射
能
対
策
の
実
施
、

農
畜
産
物
等
被
害
へ
の
補
償
の
４
項

目
に
つ
き
ま
し
て
近
日
中
に
知
事
に

要
望
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

〈
質
問
〉　

田
野
畑
村
災
害
復
興
計
画

に
被
災
者
住
民
の
声
を
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
る
か
。

〈
村
長
〉　

被
災
者
の
声
を
反
映
す
る

こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
。
し
か

し
一
方
で
は
、
今
、
被
災
者
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
を
、
白
紙
の
状
態
で

被
災
者
の
方
々
が
、
今
の
現
状
を
よ

り
打
開
す
る
た
め
に
そ
の
方
に
、
考

え
が
集
中
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

他
の
市
町
村
で
も
白
紙
の
状
態
で
被

災
者
か
ら
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
聞
く

会
等
催
し
て
い
る
が
、
今
の
避
難
所

の
状
況
、 

仮
設
住
宅
の
状
況
、
雇
用

の
問
題
に
話
が
集
中
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
手
法
の
一
つ
と
し

て
一
番
最
初
に
被
災
者
の
方
々
に
、

村
が
た
た
き
台
と
な
る
素
案
を
作
り
、

皆
様
か
ら
判
断
を
い
た
だ
く
た
め
の

資
料
を
村
が
先
に
作
る
こ
と
で
話
を

し
て
了
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
現

在
検
討
委
員
会
の
中
で
鋭
意
こ
の
素

案
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
出
た

段
階
に
被
災
者
ま
た
は
住
民
の
方
々

の
意
見
を
膝
を
交
え
て
伺
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。
最
終
案
に
対
し
ま
し

の
当
面
の
行
政
区
の
島
越
地
区
に
お

い
て
は
、
仮
設
住
宅
お
よ
び
残
っ
て

い
る
地
域
等
も
含
め
て
行
政
区
・
自

治
会
と
も
一
体
と
し
て
運
営
し
て
参

り
た
い
。
羅
賀
地
区
は
、
仮
設
住
宅

に
も
相
当
の
世
帯
数
が
移
っ
て
お
り
、

被
災
し
な
い
方
々
と
の
行
政
区
、
仮

設
住
宅
の
行
政
区
を
２
つ
に
分
け
た

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

す
。
自
治
会
の
機
能
と
し
て
は
一
つ

で
あ
る
が
、
行
政
区
と
す
れ
ば
２
つ

で
運
営
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
了
解

を
致
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
ど

の
よ
う
な
移
転
先
を
選
択
す
る
か
に

よ
っ
て
、
行
政
区
の
あ
り
方
も
違
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
問
〉　

震
災
後
に
お
い
て
、
観
光

目
的
の
来
村
者
数
は
何
人
か
。

〈
村
長
〉　

震
災
後
の
観
光
客
の
入
り

込
み
状
況
は
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
を
含
め
て
前
年
対
比
で
20
％

で
あ
る
。
特
に
も
、
５
月
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
非
常
に
少
な
か
っ

た
。
今
後
の
こ
の
観
光
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
震
災

を
受
け
た
施
設
の
復
旧
等
を
図
り
な

が
ら
、
本
村
の
重
要
な
産
業
で
あ
る

の
で
、
さ
ら
に
教
育
旅
行
等
を
中
心

と
し
な
が
ら
観
光
は
振
興
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
問
〉　

津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
漁
業
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
さ
れ
た
い
。

〈
村
長
〉　

今
回
の
震
災
で
水
産
関
係

は
壊
滅
的
な
状
態
で
あ
る
。
本
村
の

基
幹
産
業
で
も
あ
る
水
産
関
係
の
復

興
は
大
事
で
あ
り
、 

中
心
が
水
産
お

よ
び
観
光
で
あ
る
。
漁
船
関
係
は
健

在
な
船
が
50
艘
余
り
で
あ
り
、
漁
船

漁
具
の
確
保
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
調
達
を
早
め

早
期
の
復
興
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
緊
急
的
な
対
応
は
、
秋

サ
ケ
漁
に
向
け
た
定
置
網
、
磯
立
て

網
の
復
旧
、
来
春
の
採
取
に
向
け
た

養
殖
ワ
カ
メ
の
施
設
の
復
旧
お
よ
び

市
場
の
機
能
回
復
、
製
氷
施
設
等
の

回
復
で
あ
る
。
う
に
、
ア
ワ
ビ
等
の

稚
貝
の
放
流
等
も
含
め
な
が
ら
浅
海

漁
業
の
振
興
な
ど
努
め
て
い
く
。

〈
質
問
〉　

将
来
の
計
画
と
現
在
の
行

政
区
対
応
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

〈
村
長
〉　

羅
賀
・
島
越
両
方
と
も
中

心
的
な
部
分
が
被
災
し
た
わ
け
で
あ

る
。
地
元
は
一
部
の
地
域
だ
け
と

い
っ
た
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
現
在

　６月定例会は、６月17日に開かれました。
一般質問は、佐々木芳利議員、中村勝明議員
の２人が登壇、村の姿勢を質問。村長から提
出された報告４件、承認１件、議案10件と
議員発議案１件を可決しました。

第６回定例会

佐々木��芳
よ し

利
と し

議員

中村��勝
か つ

明
あ き

議員

一般質問
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Tanohata　Topics 村の話題

用意した商品は飛ぶように売れ、中学生もお客さんも笑顔に

東京で大盛況！「田野畑市場」
　村の農村青年クラブ、漁協青年部、商工
会青年部は７月23、24の両日、東京都のい
わて銀河プラザで「いわて三陸田野畑市場」
を開催。乳製品、野菜や海藻類などを販売
しました。同部員が企画販売している復興
支援Ｔシャツに身を包んだ11人は威勢良く
客引き。訪れた買い物客は我先にと商品を
購入していました。用意した約20種4,000点
は２日間でほぼ完売。コンブなどを購入し
た坂

さ か

井
い

田
だ

圭
け い

子
こ

さん（57）＝神奈川県＝は「頑
張りが伝わってきます」と話していました。 次々と買い物客が訪れ、２日間で商品はほぼ完売

仮設住宅が完成し入居も完了
　４月８日から進めてきた仮設住宅の建設。
５月中には高校50戸、中学校94戸の各団地
が完成。残っていたアズビィ団地42戸は６

月28日に完成し、７月２日に入居する皆さ
んに鍵が手渡されました。鍵を受け取ると、
さっそく避難先やアズビィ避難所から、荷
物を運び入れていました。これまで親類宅
に身を寄せていた三浦純

じゅん

二
じ

さん（50）＝島越
＝は家族で荷物の運び入れに汗を流してい
ました。仮設住宅が完成したことで、７月
４日にアズビィ避難所は閉鎖しました。 荷物を仮設住宅に運び込む三浦さん家族。「僕もお手伝い」と啓史郎君（小４）

　田野畑中（佐々木幸彦校長、生徒122人）
の２年生47人は７月６日、盛岡市のショッ
ピングセンターで牛乳やシイタケなど、村
の物産販売体験を行いました。「いらっしゃ
いませー」と元気な声が会場に響くと次々
に買い物客が訪れ、目当ての品を購入。用
意した550個の商品は約１時間で完売しま
した。鈴木和

か ず

子
こ

さん（63）＝盛岡市＝は「災
害を乗り越え、中学生が頑張る姿を見たら
胸がいっぱい。ヨーグルトなどたくさん買
いました」と感動の涙を浮かべていました。

中学生が盛岡で物産販売体験

15 がんばろう！日本

バンドの音と心を今、一つに
　田野畑小のスクールバンドは７月18日、
遠野市で開催された全日本吹奏楽コンクー
ル岩手県大会沿岸地区予選で銀賞を受賞。
７月31日に一関市で開催される県大会に向
け、放課後の暑い体育館には真剣な表情で
練習に取り組む４～６年生48人の姿があり
ます。バンドリーダーでトロンボーン担当
の中里実

み

保
ほ

さん（６年）は「まだ自信無く演
奏している人もいます。県大会では指揮に
集中し、自信を持った演奏で金賞を目指し
ます」と意気込みを話していました。

　青少年劇場は６月29日、アズビィホール
で開かれ、村内の小中学生約300人が日本
の伝統芸能「狂言」を鑑賞しました。狂言
独特の動きやせりふに、会場からは大きな
笑い声。会場全体で泣き方や笑い方に挑戦
するなど、狂言の世界を存分に楽しみまし
た。最後は小学生９人がステージに上って、
立ち方や歩き方などを体験。和山皓

こ う

輝
き

君（５

年）は「動きとかは面白かったけど、座り
方がとても難しかったです」と話していま
した。

狂言の世界を小中学生が体験

児童は狂言の立ち方、座り方、歩き方などを体験

Tanohata　Topics

指揮に集中し、真剣な表情で練習に取り組むバンドメンバー

　大震災から約４カ月がたつ７月８日、津
波で流された卒業記念ボールが北海道から
届きました。このボールは、音更町の住民
が浜辺で拾ったもの。同町役場職員がボー
ルに書いてあった「羅賀スポーツ少年団」
の文字を便りに本村に送ってくれました。
持ち主の長久保果

か

恋
れ ん

さんは、現在盛岡市内
の高校に通う１年生。ボールを受け取った
母小

こ

積
づ み

さん（46）は「津波に耐え、長旅を終
えて帰ってきてくれたと思うと感激の一言
です」と小さなボールを見つめていました。

北海道から記念のボール届く

300㎞以上離れた場所から戻ったボールに感激する小積さん㊧

オリジナルＴシャツ、ポロシャツ販売中（サイズS・M・L・LL）
　Ｔシャツ（2,500円・白・前後プリント）
　ポロシャツ（2,700円・紺・前プリント）
◆�問い合わせ先…村農村青年クラブ事務局（宮古農業改良
普及センター　岩泉普及サブセンター　☎22-3115）
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お知らせ

その他のお知らせ

震災関係お知らせ

お知らせ
　村は、大震災当日の津波映像
を収集しています。映像は村の
防災や復興の検討、将来へ伝承
していくための貴重な資料。津
波の動画や写真を持っている人
は、村への提供をお願いします。
◆�収集映像…動画、写真。撮影者

の了解を得たものに限ります
◆�記 録 媒体…CD、DVD、SD

カードなどにコピーして提供
ください。コピーが難しい場
合は問い合わせてください
◆�提供・問い合わせ先…復興対

策室（☎34-2111　内線68）

���津波映像を提供してください

　県は、大震災による被災者な
どの火葬費用を精算します。申
請に必要な書類などは、問い合
わせてください。
◆�精算対象…沿岸市町村で死亡、

または被災し、３月11日から
５月10日までに行った火葬
◆�対象経費…ひつぎ、骨箱、火

葬場使用料など（葬儀費は対
象外）
◆申請期限…11月30日㈬
◆�受付時間…土日祝日を除く午

前９時～午後５時
◆�問い合わせ先…県庁県民くら

しの安全課（☎019-629-6876）

���火葬費用を精算します

被災地への住宅建築
自粛をお願いします

　津波で被災した場所は
危険です。被災地には住
宅を建築しないよう、協
力をお願いします。
◆�問い合わせ先…復興対
策室（☎34-2111��内線64）

　大震災で世帯主が負傷した世
帯や住居、家財、自家用車に被
害を受けた世帯に対し、生活の
立て直しに必要な資金の貸し付
けを行っています。詳しい内容
は問い合わせてください。
◆�対象世帯…❶震災日に村内に

住民登録していて、被災した
世帯❷村民税における世帯の
総所得額が規定額未満の世帯
◆�貸付限度額…被災の状況によ

り150万円～350万円
◆金利…
　・保証人有り…無利子
　・保証人無し…年 1.5％
　　（据置期間中は無利子）
◆償還期間…13年（据置６年）
◆償還方法…年賦または半年賦
◆�提出書類…借入申込書（役場

で配布）、保証人の源泉徴収
票（保証人有りの場合）、医
師の診断書（世帯主が負傷し
た場合）
◆申込期限…平成30年３月31日
◆�申し込み・問い合わせ先…

復興対策室（☎34-2111　内線
69）

���災害援護資金を貸し付けます

　東日本大震災の際は、村の皆
さんから避難所で使用するスト
ーブの借用に協力いただきまし
た。現在は返却作業を進めてい
ますが、記名漏れなどで返却で
きないものがあります。心当た
りのある人は、教育委員会に問
い合わせをお願いします。
◆�問い合わせ先…教育委員会
（☎34-2226）

���ストーブの持ち主を捜しています
　大震災の被災地から回収した
写真はアズビィ楽習センターに
保管し、持ち主に返却していま
す。心当たりのある人は、写真
の確認をお願いします。
◆�期間…８月31日㈬まで
◆�時間…午前８時30分～午後５

時30分
◆�場所…アズビィ楽習センター
◆�問い合わせ先…教育委員会
（☎34-2226）

���被災地で回収した写真返却中

　９月19日㈪に投開票を行う農
業委員会委員選挙の「立候補届
出説明会」を次のとおり開催し
ます。
◆日時…８月31日㈬午前10時～
◆場所…役場第１会議室
◆�問い合わせ先…選挙管理委員

会（☎34-2111　内線91、92）

���農委選の立候補届出説明会開催

　平成７年６月１日から19年４
月１日生まれの人は、日本脳炎
予防接種を全て受けていない場
合があります（通常４回）。母
子手帳の確認をお願いします。
未接種の場合、20歳前までは接
種を受けられます。希望する人
は、保健福祉課に問い合わせて
ください。平成23年度は、通常
の対象者の３・４歳児に加え、
小学３・４年生に案内をしてい
ます。この年齢以下の人には来
年度以降、順次案内します。
◆�問い合わせ先…保健福祉課
（☎33-3102）

���日本脳炎予防接種の期間緩和

火　災
（６月21日～７月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　１件
無火災の連続記録
（７月20日現在）81日

人口と世帯
７月１日現在 (　) は前月比

�人口　��3,900人（-19）
�　男　��1,917人（-11）
�　女　��1,983人（- 8）
�世帯��1,445世帯（- 5）

　大震災の影響で延期していた
村議会議員選挙は、８月28日㈰
に投開票を行います。これに伴
う「立候補届出説明会」を次の
とおり開催します。
◆日時…８月８日㈪午前10時～
◆場所…役場第１会議室
◆�問い合わせ先…選挙管理委員

会（☎34-2111　内線91、92）

���村議選の立候補届出説明会開催

　本格的な夏を迎え、花火やお
盆の松明かしなどで火を使う機
会が多くなります。花火は誤っ
た使い方をすると、やけどや火
災につながります。水バケツな
どを準備してから遊びましょう。
　大地震の余震も続いています。
仏壇の線香やろうそくが倒れな
いように注意してください。火
の取り扱いに十分注意し、火災
を起こさないようにしましょう。
◆�火遊びの注意…❶人や家に向

けない❷燃えやすい物のそば
で遊ばない❸消火用の水を用
意する❹大人と一緒に遊ぶ❺
筒物花火は途中で火が消えて
も中をのぞかない
◆�問い合わせ先…消防田野畑分

署（☎34-2100）

���花火などの取り扱いに注意

　㈶ふるさといわて定住財団で
は、首都圏在住のＵ・Ｉターン
希望者や県内企業への就職を目
指す学生を対象に、就職面接会
を開催します。
◆日時…８月28日㈰
　　　　午後１時～４時
◆�場所…中野サンプラザ８階
（ＪＲ中野駅北口）
◆�内容…県内参加企業との個別

面談、各種職業相談など
◆�問い合わせ先…㈶ふるさとい

わて定住財団（☎019-653-8976）

���岩手県に就職しませんか

◆�対象…40～74歳で人間ドック
を受診した人。（全ての医療
機関での受診が対象です）
◆�助成額…課税状況により１万

～２万円（３年に１回の助成）
◆�申請方法…検診結果の写しに

領収書または受診証明書を添
えて、保健福祉課に申請
◆�開始日…８月１日㈪以降の受

診分から
◆�問い合わせ先…保健福祉課
（☎33-3102）

���人間ドックに助成金を交付
◆�種目・受験資格
　①�航空学生…21歳未満で高卒

または卒業見込みの男女
　②�一般曹候補生…18歳以上27

歳未満の男女
　③�自衛官候補生…18歳以上27

歳未満の男女
◆�申込期限…９月９日㈮
◆�試験日・場所
　①９月23日㈮・宮古市
　②９月17日㈯・宮古市
　③男子・９月17日㈯・宮古市
　　女子・９月28日㈬・滝沢村
◆�問い合わせ先…自衛隊宮古地

域事務所（☎0193-63-3881）

���自衛官の採用試験を実施

　平成24年４月１日採用予定の
警察官 B と警察事務Ⅱ種・Ⅲ
種の採用試験を実施します。
◆�種目・受験資格
　①�警察官Ｂ（男38人、女４人）
…昭和57年４月２日から平
成６年４月１日までに生ま
れた人（大学卒業者除く）

　②�警察事務Ⅱ種（４人）…昭和
60年４月２日から平成４年
４月１日までに生まれた人

　③�警察事務Ⅲ種（２人）…平
成２年４月２日から６年４

月１日までに生まれた人
（大学卒業者除く）

◆�申込期限…８月31日㈬
　※電子申請は８月19日㈮
◆�１次試験…９月25日㈰・宮古

市や久慈市など県内７カ所
◆�問い合わせ先…県人事委員会

事務局（☎019-629-6241）、田
野畑駐在所（☎33-3110）、ホー
ムページ http://www.pref.iwate.
jp~hp0802/

���警察官と警察事務を募集

　村は、出稼ぎ者を対象に健康
診断を実施します。お盆で帰省
する人は受診してください。
◆�期日…８月17日㈬
◆�受付時間…午前11時～11時30

分（時間は厳守願います）
◆対象…出稼ぎ手帳の所持者
◆持ち物…健康保険証
◆受診料…自己負担となります
　※8,920円までは助成

◆申込期限…８月15日㈪
　※当日の申し込みは受け付けません

◆�申し込み・問い合わせ先…生
活環境課（☎34-2114  内線25）

���出稼ぎ者の健康診断を実施

◆�期間…８月18日㈭～21日㈰
◆時間…午前９時～午後５時
◆場所…アズビィ図書室
◆�問い合わせ先…教育委員会
（☎34-2226）

���手作り絵本を展示します
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おめでた　　�おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (８月19日まで)

にお送りください。正解者の中
から抽選で５名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ�１　この夏、全国や世界に挑む
下机司君と畠山玄君。その競技
はハンマー投げと何？
　　Ａ）バレーボール
　　Ｂ）ミニバスケットボール

Ｑ�２　８月10日から運用開始する
ジェイ・アラート。放送が流れ
た時はどのように行動する？
　　Ａ）落ち着いて行動する
　　Ｂ）とにかく逃げる

Q�３　７月10日、田野畑中で行わ
れた大震災犠牲者お別れ会には
約何人が出席した？
　　Ａ）約1,000人
　　Ｂ）約800人

■前号（７月号）の正解
　Ｑ１→Ａ、Ｑ２→Ａ、Ｑ３→Ｂ
■当選者（敬称略）
　�佐藤里江（甲地）、牧原喜孝（大
芦）、熊谷正初（猿山）、熊谷
タマ（花巻市）、阿部町子（盛
岡市）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（７月20日現在）1611万7,449円

315件（村内82件、県内107件、県外126件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111���内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　 　    期間：８月１日㈪～31日㈬
月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

８月
１日 ㈪

村県民税 1期・国保税 1 期納
期限

税務課
　（内線31・32）

後期高齢者医療保険料１期・
介護保険料２期納期限

生活環境課
　（内線21・22）

８日 ㈪
定期健康相談 保健センター 10:00 ～

11:30 保健福祉課

村議会議員選挙立候補届出説
明会 第一会議室 10:00 ～ 選挙管理員会

　（内線91・92）

12日 ㈮ 診療所休診（～16日㈫まで） 診療所

15日 ㈪ 第50回村成人式 アズビィホール 9:30 ～
10:30 教育委員会

17日 ㈬ 幼児健診 健診センター 13:00 ～
15:30 保健福祉課

22日 ㈪ 定期健康相談 保健センター 10:00 ～
11:30 保健福祉課

28日 ㈰ 村議会議員選挙投票日 村内各投票所 7:00 ～
18:00

選挙管理員会
　（内線91・92）

31日 ㈬

村農業委員会委員選挙立候補
届出説明会 第一会議室 10:00 ～ 選挙管理員会

　（内線91・92）

固定資産税 2 期・国保税 2 期
納期限

税務課
　（内線31・32）

後期高齢者医療保険料２期・
介護保険料３期納期限

生活環境課
　（内線21・22）

役場☎ 34-2111／教育委員会☎ 34-2226／診療所☎ 33-3101／保健福祉課☎ 33-3102

〔平成23年６月届け出分〕
（一部敬称略）

●生まれた赤ちゃん
　佐藤　香子（かこ）ちゃん

剛・和子　　田野畑

　小原　瑠月華（るるは）ちゃん
之弘・美香　　羅　賀

　中村　紹鵬（あきとも）くん
琢雄・奈津恵　　羅　賀

　熊谷　陸希（りくと）くん
尚之・亜冴美　　大　芦

　小松山　勝海（かつみ）くん
博史・昌子　　　机　

■ご冥
め い

福
ふ く

をお祈りいたします
　工　藤　登　喜（52）　島　越
　上　机　ミ　ツ（90）　　机
　熊　谷　キ　ネ（85）　浜岩泉
　畠　山　鐵　也（78）　羅　賀

はまなす号巡回カレンダー 期間：８月24日㈬～26日㈮
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

８月24日��㈬
北山地区総合センター 10:30 ～ 10:45
拓心館 10:55 ～ 11:15

◆たんぽぽコース（浜岩泉方面）
月　日 場　　所 時　間

８月26日��㈮
佐藤進氏宅付近 9:20 ～ 9:35
望洋館 9:45 ～ 10:00

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

８月26日��㈮
産直プラザ尾肝要 10:30 ～ 10:45
農村環境改善センター 10:55 ～ 11:10
甲地公民館 11:20 ～ 11:35

◆問い合わせ先…教育委員会（☎ 34-2226）

アズビィ楽習センター図書室

８月13日㈯～16日㈫
お盆期間は休室です

　
広
域
行
政
組
合
職
員

事
務
局
技
術
職
員

◆�

職
種
…
初
級
電
気
・
１
人
（
ご
み
・

し
尿
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
全
般

の
管
理
）

◆�

受
験
資
格
…
昭
和
56
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
。
高
校
以
上
の
電
気
工
学

系
学
部
・
学
科
を
卒
業
、
卒
業
見
込

み
の
人
。
ま
た
は
電
気
主
任
技
術
者

の
有
資
格
者

◆
受
付
期
限
…
８
月
19
日
㈮

◆�

受
験
手
続
き
…
申
し
込
み
用
紙
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
広
域
行

政
組
合
事
務
局
と
宮
古
市
役
所
、
管

職
務
遂
行
に
必
要
な
身
体
、
体
力
を

有
し
健
康
な
人

◆
受
付
期
限
…
８
月
19
日
㈮

◆�

受
験
手
続
き
…
申
し
込
み
用
紙
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
広
域
行

政
組
合
消
防
本
部
と
管
内
の
消
防
署
、

分
署
で
配
布
し
て
い
ま
す

◆�

１
次
試
験
…
９
月
18
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
受
け
付
け
・
午
前
10
時
試
験

開
始
、
県
立
大
学
宮
古
短
期
大
学
部

◆
最
終
試
験
…
11
月
、
消
防
本
部
庁
舎

◆�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
宮
古

地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
総
務

課
（
〒
０
２
７
―
０
０
７
２　

宮
古

市
五
月
町
２
―
１　

☎
０
１
９
３
―

71
―
１
１
９
３
）

村と広域行政組合の

職員採用試験を実施
　平成24年度採用予定の「田野畑村職員」と「宮古
地区広域行政組合職員」の採用試験を実施します。
受験を希望する人は忘れずに申し込んでください。

求む、熱意あふれる若人

　
田
野
畑
村
職
員

◆
職
種
…
初
級
事
務
・
若
干
名

◆�

受
験
資
格
…
昭
和
52
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
（
学
歴
、
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
）

◆
受
付
期
限
…
８
月
18
日
㈭

　
（
た
だ
し
土
日
を
除
き
ま
す
）

◆�

受
験
手
続
き
…
申
し
込
み
用
紙
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
役
場
総

務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
用
紙
を

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
あ
て
先

を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
）
を

消
防
職
員

◆�

職
種
…
初
級
消
防
・
８
人
以
内

◆�

受
験
資
格
…
昭
和
61
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、
高
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
人
。
消
防
職
員
と
し
て

同
封
の
上
、
封
筒
の
表
面
に
「
試
験

案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
郵
便
請
求
は
12
日
㈮
到

着
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す

◆�

１
次
試
験
…
９
月
18
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
受
け
付
け
・
午
前
10
時
試
験

開
始
、
県
立
大
学
宮
古
短
期
大
学
部

◆�

２
次
試
験
…
10
月
下
旬
、
村
役
場
。

個
人
面
接
試
験
な
ど
を
実
施
予
定

◆�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
村
役

場
総
務
課
（
〒
０
２
８
―
８
４
０
７
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内
線
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内
各
町
村
役
場
で
配
布
し
て
い
ま
す

◆�

１
次
試
験
…
９
月
18
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
受
け
付
け
・
午
前
10
時
試
験

開
始
、
県
立
大
学
宮
古
短
期
大
学
部

◆
最
終
試
験
…
11
月
、
消
防
本
部
庁
舎

◆�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
宮
古

地
区
広
域
行
政
組
合
事
務
局
総
務
課

（
〒
０
２
７
―
０
０
０
０　

宮
古
市

千
徳
14
―
１
２
１
―
５　

☎
０
１
９

　

３
―
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―
２
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１
）

村の復興に向け、私たちと一緒に頑張ろう！

地域の安全を共に守ろう！

消防田野畑分署
　金澤光消防士㊧
　田代寛八消防士
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７
月
18
日
、
遠
野
市
で
開
催
さ

れ
た
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

岩
手
県
大
会
沿
岸
地
区
予
選
。
田

野
畑
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
４
～

６
年
生
48
人
は
、
息
の
合
っ
た
迫

力
の
演
奏
で
銀
賞
を
受
賞
。
金
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
は
金
以

上
に
輝
い
て
見
え
ま
し
た
▼
そ
の

会
場
で
、
村
出
身
の
女
性
と
約
15

年
ぶ
り
に
再
開
。
た
っ
た
１
年
で

し
た
が
仕
事
を
教
わ
っ
た
り
、
一

緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
た
り
し

た
、
私
に
と
っ
て
は
お
姉
さ
ん
み

た
い
な
存
在
の
人
。「
田
野
畑
の

こ
と
が
気
に
な
っ
て
す
ぐ
に
駆
け

付
け
た
か
っ
た
。
で
も
、
な
に
も

で
き
な
い
自
分
が
…
」
と
涙
を
流

す
女
性
。
そ
の
気
持
ち
と
再
開
の

う
れ
し
さ
で
涙
が
あ
ふ
れ
る
私
。

コ
ン
ク
ー
ル
会
場
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
、
２
人
で
大
泣
き
し
て
し
ま

い
ま
し
た
▼
３
月
11
日
の
大
震
災

以
降
、
村
に
は
村
内
、
県
内
、
全

国
、
海
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
の
こ

と
を
思
っ
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
世
界
中
が
助
け
合
っ

た
こ
の
数
カ
月
。
こ
の
優
し
い
心

が
ず
っ
と
ず
っ
と
続
く
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
政
策
推
進
課　

佐
々
木
和
也
）

　
　

投
票
で
き
る
人

① 

満
20
歳
以
上
（
投
票
日
現
在
）
の
日

本
国
民

② 

村
に
３
カ
月
以
上
住
民
登
録
し
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

　村議会議員選挙の投票日は８月28日㈰。私
たちの生活に密接な選挙です。輝く未来のた
め、あなたの確かな一票を投じてください。

　
　

投
票
は
午
後
６
時
ま
で

　

投
票
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ

れ
て
い
る
投
票
所
（
村
内
20
カ
所
）
で

行
い
ま
す
。
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

　
　

期
日
前
投
票
の
利
用
を

　

投
票
日
に
用
事
な
ど
で
投
票
所
に
行

け
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
合
…
仕
事
、

旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

◆
期
間
…
８
月
24
日
㈬
〜
27
日
㈯

◆�
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◆
場
所
…
役
場
村
民
談
話
室

◆�

持
参
す
る
物
…
投
票
所
入
場
券
（
裏

面
の
期
日
前
投
票
宣
誓
書
に
、
名
前

な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
）

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
34
―
２
１
１
１
内
線
91
、
92
）

■投票所はこちら
投票区 投票場所

１・田野畑 田野畑地区公民館

２・沼　袋 農村環境改善センター

３・羅　賀 高校仮設団地集会所

４・大　芦 浜岩泉地区公民館

５・島　越 中学校仮設団地集会所

６・七　滝 七滝地区公民館

７・猿　山 猿山地区公民館

８・　机　 拓心館

９・池　名 池名地区公民館

10・甲　地 甲地地区公民館

11・北　山 北山地区総合センター

12・田　代 田代地区公民館

13・西和野 アズビィホール

14・切　牛 望洋館

15・真木沢 真木沢地区公民館

16・明　戸 明戸地区公民館

17・巣　合 巣合地区公民館

18・千　丈 千丈地区公民館

19・尾肝要 尾肝要地区公民館

20・板　橋 板橋地区公民館

投じてください　あなたの

大切な一票

８月28日㈰
村議会議員選挙

投票日
23日㈫告示

わが家の
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佐藤　悠
ゆ

月
づ き

くん（１歳７カ月）
父・明彦さん、母・絵美子さん＝田野畑＝

お母さんからのひとこと

　いつもおもちゃの鉄砲で遊んでいま
す。頑固者で意地っ張り、よく笑う子
です。少し風邪をひきやすいので、健
康で元気に育ってほしいですね。


